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平成２６年度韓国江原道との児童生徒交流派遣について 

 

 

 平成２６年度韓国江原道との児童生徒交流派遣について、別紙のとおり報告します。 
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平成２６年度 韓国江原道との児童生徒交流派遣について 
 

平成２６年１０月２０日 

小 中 学 校 課 

高 等 学 校 課 
 

１ 目 的 

  韓国江原道と鳥取県との教員交流の実績をもとに、児童生徒の交流を行い、相互の理解と 

友好を深めるとともに、国際感覚の豊かな児童生徒の育成を図る。 
 

２ 期 日 

    平成２６年９月１６日（火）～９月１９日（金）（３泊４日 訪韓） 

 

３ 訪問団の構成 

  団長１名、事務局１名、引率教員２名、国際交流員１名、 

小学生６名、中学生７名、高校生７名             合計２５名 

 

４ 日 程 

期日 内      容 

９月１６日（火） ○米子空港発 １５：００（アシアナ航空 OZ１６３） 

 仁川空港着 １６：４０ 

○江原道へ移動し、江原道内ホテルに宿泊 

９月１７日（水） ○教育局長表敬訪問 

・教育局長 挨拶 

 ・団長 挨拶 

 ・鳥取県児童生徒代表 挨拶 

 ・記念品交換 

○江原道内学校訪問 

・小学校 原州･ソルセム初等学校 

→ 交流会、授業体験、給食体験、文化施設見学 

・中学校 春川･鳳儀（ポンイ）中学校 

→ 交流会、給食体験、授業体験 

・高等学校 春川･聖修（ソンス）女子高等学校 

→ 授業体験、給食体験、意見交換 

○各ホームステイ先に移動し、家族との交流及び宿泊 

９月１８日（木） ○文化施設見学 

 ・国立春川博物館 

・マックッス博物館（マックッス作り、昼食含む）  

・アニメーション博物館、ロボット体験館 

○議政府へ移動し、議政府内ホテルに宿泊 

９月１９日（金） ○仁川空港発  ９：３０（アシアナ航空 OZ１６４）  

 米子空港着 １１：００ 

 

５ その他 

（１）参加者児童生徒と保護者に対して、事業の趣旨を周知し交流を円滑に進めるための研修会 

を８月２日と８月２３日の２回実施した。 

（２）児童生徒の事後学習として提出された感想文及び韓国レポートを報告書にまとめ、関係地 

教委、学校等へ送付する。 

 



資料１ 
 

平成２６年度 韓国江原道訪問学校概要 
 

学校名 校長 住所/電話番号 

ソルセム 

初等学校 
キム･ドンフン 

381，Musil-ro381, Wonju-si, Gangwon-do 

TEL:033-738-2300 

概要 

□2014 年度学校現況 

区分 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 特別 計 

クラス 3 2 2 2 1 1 1 12 

生徒 81 42 35 40 18 15 2 233 

教職員 18 

・2014 年 3 月 1 日、開校 

・特徴 

- スマート教育向けの施設構築 

- 子どもたちの情緒の安定を図るための色彩デザインを有効に使い、「行きたい学校/ずっと

いたい学校」としての学校環境づくり 

 

鳳儀(ﾎﾟﾝｲ) 

中学校 
ハン･ピョンシク 

55, Chuncheon-ro 296beon-gil, Chuncheon-si, Gangwon-do 

TEL:033-256-6882 

概要 

□2014 年度学校現況 

区分 1 年 2 年 3 年 計 

クラス 8 8 9 25 

生徒 251 271 296 818 

教職員 
教員 行政職 

74 
49 25 

・1972 年 3 月 3 日、鳳儀女子中学校開校及び入学式(3クラス) 

・2014 年 2 月 7 日、第 40 回卒業式(245 名) 

・2014 年 3 月 1 日、鳳儀中学校へと学校名変更(女子中→男女共学)  

・2014 年 3 月 3 日、入学式(男子 94名、女子 157 名)  

 

聖修(ｿﾝｽ) 

女子高等学校 
オ･インシク 

28, Hakdang-gil, Chuncheon-si, Gangwon-do 

TEL:033-251-0759 

概要 

□2014 年度学校現況 

区分 
1 年 2 年 3 年 計 

クラス 生徒 クラス 生徒 クラス 生徒 クラス 生徒 

インターネットビジネス － － 3 95 3 106 6 201 

人文社会 － － 2 74 2 74 4 148 

自然 － － 2 63 2 73 4 136 

進路探索 7 259 － － － － 7 259 

計 7 259 7 232 7 253 21 744 

教職員 50 

・1968 年 4 月 5 日、聖修女子商業高等学校開校 

・1998 年 3 月 1 日、聖修女子情報産業高等学校へと学校名変更 

・2006 年 3 月 1 日、聖修女子高等学校へと学校名変更 

・2014 年 3 月 3 日、2014 年度入学式(259 名) 

・国際交流：鳥取県倉吉総合産業高等学校と友好交流 

 

 



資料２ 

平成２６年度 韓国江原道との児童生徒交流派遣について【交流概要】 

 

 

１ 江原道教育庁教育局長表敬訪問 

（１）趙成浩（チョソンホ）教育局長 挨拶 

（２）団長挨拶（南部町立法勝寺中学校 田丸睦悌校長） 

（３）鳥取県児童生徒代表挨拶（鳥取商高３年 椿侑子） 

（４）記念品交換 

 

２ 学校訪問（学校別行事） 

○原州・ソルセム初等学校 → 交流会、授業体験、給食体験、文化施設見学 

韓国でも最先端のスマート学校であり、教室の設備や授業 

の様子を参観した。参加した授業は、５年生・６年生ともに 

韓国の伝統的な遊びを体験するものであったが、韓国の子ど 

もたちがタブレットを使ってハングルを日本語に訳して話し 

かけてきたり、学習中、教室に備え付けてある大型モニター 

を操作したりする様子から、日常的にそれらの機器を使って 

学習していることが感じられた。 

 

○春川・鳳儀(ポンイ)中学校 → 交流会、給食体験、授業体験 

「平和な学校づくり」と「環境にやさしい無償給食」などの 

取組を見ることができた。交流会では、鳳儀中生徒会が中心 

となって日常的に使う両国の言葉の理解を促すような交流が 

ゲーム形式で行われ、生徒たちがお互いに苦労しながらも積 

極的に教え合っている様子が見られた。 

 

○春川・聖修(ソンス)女子高等学校 → 授業体験、給食体験、意見交換（討論会） 

日本語、体育及び音楽の授業に参加した。日本語の授業は、 

画像を使って鳥取県の名産品と観光名所を紹介する内容で、 

本県高校生が発言する場面もあった。日韓高校生討論会では、 

「互いの国のイメージ」「学校生活について」「スマホの使用 

について」の３つのテーマを中心に討論を行った。自分たち 

の思っていることや、聞きたいことをしっかり準備して相手 

に伝える姿が見られた。 

 

３ 文化施設見学 

 ○国立春川博物館、マックッス博物館、アニメーション博物館、ロボット体験館 

   今年度は、韓国のホームステイ先中高生も一緒に見学（こ 

れまでは本県児童生徒のみ）を行うこととなり、見学・体験 

を韓国の子どもたちと一緒に行ったことで、よりコミュニケ 

ーションの必要性が生まれ、親交も深まった。 

 

４ その他 

本県子どもたちのホームステイ先での生活もすばらしく、韓国 
側の多くの保護者からたくさんのお褒めの言葉をいただいた。ま 
た、別れの際には、別れを惜しみ、涙を見せる子どもたちも少 

なくなかった。 

 


